
支援基金担当理事からのご挨拶
島根大学は、意欲・能力のある学生を応援するとともに、経済的理由により学業を断

念することがない大学を目指し、「島根大学支援基金」を活用して学生を応援しています。
こうした本基金による応援の輪がさらに広がっていくことを願い、本学は昨年度に島

大会員を発足し、会員の皆様への感謝の気持ちをお示しする「島大会員のつどい」の開
催や、本学の活動に係る情報発信等を行っております。

また、クレジットカードによる毎月の小口寄附や、古本募金や遺贈によるご寄附の受
入れを開始するなど幅広いご支援をいただくための仕組み、寄附者芳名板を本部棟1階
に設置するなど寄附者様への顕彰制度を整備しました。

これまで卒業生、保護者、企業、地域の皆様等からいただいた温かいご支援は、未来
を担う本学の学生の成長に繋がっています。

国立大学への運営費交付金が削減されるなか、本基金は学生を応援する本学独自の貴
重な財源となっています。何卒、本基金の意義をご理解いただき、継続的なご支援を賜
りますよう心よりお願い申し上げます。

◉島根大学夢チャレンジ奨学金（新規事業）
経済的理由により困窮している学生へ奨学金を支給し、充実したキャ
ンパスライフや将来の夢に向けたチャレンジを応援しています。

◉島根大学グローバルチャレンジ奨学金（既存事業の見直しによる事業）
交換留学や海外研修等にチャレンジする学生に奨学金を支給すること
で、本学のグローバル化の推進やグローバルな視野を持った人材を養
成しています。

◉島根大学発学生ベンチャー支援奨励金（新規事業）
ベンチャービジネスの起業活動をおこなう学生に奨励金を支給し、島
根大学発学生ベンチャーを推進しています。

島根大学
支援基金だより

支援基金担当理事

藤田 達朗

※平成29年度収支の差額が大きい理由は、平成28年度末時点の寄附金残高が枯渇したため、
　平成29年度予算額を抑制したことによるものです。

経済的理由により修学が困難な学生に対する支援
大学の教育・研究活動等に対する支援
附属学校園の教育活動等に対する支援
冠寄附

計
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平成29年度 支援基金の状況

平成30年度 支援実施中の主な事業



支援学生の声

私は3年後期から4年前期の約一年間、中国の東北師範大学で留学しました。一年間の留学と
なると、出国前の準備段階から様々な費用がかかります。そのようななか、島根大学支援基金か
らの支援を受けることができたおかげで、留学の準備にかかる負担の一部を軽減することができ
ました。そして、何の不安もなく出国すること
ができました。

この支援のおかげで、中国で勉強するという
貴重な経験ができたということは言うまでもあ
りません。支援していただいたことに応えると
いう意味でも、今回の留学の経験をこれからの
生活に活かしていきたいです。

最後に、島根大学支援基金に関わる全ての人
に感謝申し上げます。ありがとうございました。

寄附者様からのメッセージ

1981年（昭和56年）の春、母校、島根大学理学部生物学科に入学。青春の四年間をこの松
江の地で過ごし、卒業後は、東京でコンピュータのソフトウェア開発の会社に就職してかれこ
れ34年の月日が経とうとしております。

現在、私はこの会社の代表として、主に通信制御系のソフトウェア（IOT/AI関連）の開発事業
に携わっております。

出身は九州の福岡ですが、太古より続く歴史と文化をもち、美しい大自然に恵まれた島根の
地に魅せられ、海・山・川の生態系にふれ、史跡を散策し、アルバイトに明け暮れる日々でしたが、
親元を離れ一人で生活していく事の厳しさも学び、大学の友人は勿論の事、学外でも数多くの
大切な人達とのご縁を頂く事ができました。

妻ともこの地で出逢い、遠距離恋愛の末、出雲大社で婚礼を挙げて
夫婦として結ばれました。まさに島根は、私の第二の故郷となってお
ります。

今思えば、島根大学で培った四年間が、私の今を支える、掛け替え
のない資産になっているようです。そんな大学の一OBが、ご恩返し
に今出来ることなど限られてはおりますが、我が母校がその理念であ
る『地域に根ざし、地域社会から世界に発信する個性輝く大学』として、
全国各地で活躍できる有望な若者を育て続けられるよう、大学とOB
会との絆を大切に、微力ながら、ご支援させていただく所存です。
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平成30年分の確定申告期間は
平成31年2月18日㈪から3月15日㈮までです。 
○島根大学へのご寄附については、確定申告をすることで、税法上の優遇措置が適用されます。
○寄附者の皆様には、本学より「寄附金領収書」をお送りしております。なお、毎月の継続寄附者
の皆様への領収書は、平成31年2月中旬までに、平成30年分をまとめて発行しお送りします。
○確定申告時に、領収書を添えて手続きを行ってください。
○詳しくは、国税庁Webサイトや島根大学支援基金Webサイトをご覧ください。

確定申告のご案内


